
集えるカフェがオープンします！
名前は「座っ来場楽ん」（ざっくばらん）

お伝えしたい
相談傾向②

福祉センターにてコーヒー飲みながら
気軽に話せる場ができます！

④ページ

令和5年6月18日に福祉センターに令和4年4月
より認知症疾患医療センター指定を受けたメ
ンタルホスピタルかまくら山が集えるカフェ
をオープンすることになりました。
認知症に関心のある方なら、どなたでも集え
る場所です。当事者家族、支援者の垣根な
く、おいしいコーヒーでも飲みながら気軽に
話せる場にしたいと思い、カフェの名前を
「座っ来場楽ん（ざっくばらん）」にしたと
のこと。ご興味がございましたらこの機会に
是非ご参加ください。

認知症疾患医療センターとは以下の事業を行
っています。（メンタルホスピタル鎌倉山）
①認知症に関する相談
認知症に関する心配や困りごとに、専門の相
談員が対応します。
②認知症の早期診断と鑑別
ご本人を診察し、認知機能検査や連携医療機
関と連携し、画像検査などにより認知症の診
断を行います。
③認知症やその合併症の治療
認知症の行動・心理症状（興奮、徘徊、睡眠
障害、妄想など）が著しい場合には治療を行
います。入院治療にも対応いたします。
④認知症に関する研修
かかりつけ医や介護関係者などへの研修会を
関係機関と協力し開催いたします。
⑤専門医療相談
認知症かな？と思ったら、まずはお電話くだ
さい。



クロネコ見守りサービス
「ハローライト」についてご存じですか？

電球を設置するだけで安否確認ができる
要請があるとヤマト運輸が安否確認訪問！

ご存じですか
社会資源紹介①

⑤ページ

ヤマト運輸が見守りサービスにて行っている「ハローライト訪問プラン」を皆さんご存じで
すか。今回流れも含めてヤマト運輸に説明を聞いてきましたので一部ご紹介致します。

令和5年1月頃より始まった見守りサービスで指定の通信機能をもった電球をトイレ等に取り
付けると準備は完成。9:00方翌日8:59を一つの周期として設置した電球が使用されている
か確認をします。
使用されていない等で異常を検知するとご家族へメールが届きます。ご家族が安否確認でき
なかった場合はヤマト運輸のﾈｺｻﾎﾟサービスセンターに連絡をするとヤマト運輸職員がご本
人宅に駆けつけます。安否が確認できない場合は必要に応じて警察等の機関に連絡をすると
いった見守りの対応ができます。始まったばかりということもあってまだまだ申し込みは少
ないということでした。一部の町内会では既に回覧を回している状況とのこと。ご興味がご
ざいましたヤマト運輸のネコサポサービスセンターまでお問い合わせください。


